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第
14
回
岡
山
県
支
部
連
合
会
結
成
打
ち
合
わ
せ
会 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

犬
飼 

繁 

  

10
月
８
日(

金)

、
表
記
の
会
が

14
：
30
～
倉
敷
市
役
所
第
三
応
接

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

岡
山
支
部
か
ら
真
田
支
部
長
、
河
井

理
事
長
、
小
林
事
務
局
長
、
倉
敷
支

部
か
ら
宇
野
理
事
長
、
大
本
副
理
事

長
と
私
の
６
人
で
し
た
。 

 

今
回
は
、
前
回
で
検
討
し
た
連
合

会
会
則
の
再
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

第
１
条 

前
略
「
事
務
所
は
岡
山
市

に
置
く
。
」
↓
「
事
務
所
は
岡
山
市

北
区
下
伊
福
西
町
１
―
53
に
置
く
」

に
変
更
。 

第
２
条 

「
こ
の
会
は
、
日
本
中
国

友
好
協
会
本
部
と
支
部
を
結
ぶ
中

間
機
関
で
あ
っ
て
、
協
会
の
規
約

(
以
下
略)

」 
→
「
こ
の
会
は
、
日
本
中
国
友
好
協

会
本
部(
略
称
協
会)

と
支
部
を
結

ぶ
中
間
機
関
で
あ
っ
て
、
協
会
の
規

約(

以
下
略)
」
に
変
更
。 

第
５
条
二 

「
理
事
会(

中
略)

理
事

長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
」
→
以
下

を
削
除 

第
５
条
三
と
し
て
、
以
下
を
新
設
。 

「
事
務
局 

総
会
の
決
定
に
基
づ

い
て
本
会
の
業
務
を
執
行
す
る
機

関
で
あ
る
事
務
局
を
置
き
、
会
計
な

ど
の
日
常
業
務
を
担
当
す
る
。
事
務

局
は
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
と
理

事
若
干
名
で
構
成
す
る
。」 

第
５
条
三
→
四
へ 

第
５
条
四
→

五
へ 

変
更
し
ま
す
。 

第
６
条
一
「
会
長 

１
名 

副
会
長 

１
名 

 

理
事
長 

１
名 

 

副

理
事
長 

１
名 

 

事
務
局
長 

１
名 

 

事
務
局
次

長 

１
名 

 

理
事 

若
干
名 

 

会
計
監
査 

２
名
」
→
「
会
長 

１

名 
 

副
会
長 

若
干
名 

 

理

事
長 

１
名 

 

副
理
事
長 

若

干
名 

事
務
局
長 

１
名 

 

事
務
局
次

長 

若
干
名 

 

理
事 

若
干
名 

 

会
計
監
査 

２
名
」
に
変
更 

 

 

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
は
１
９
３
１
年
に

ラ
イ
予
防
法
が
制
定
さ
れ
て
病
気
に

な
っ
た
方
の
収
容
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
の
問
題
を
、
ナ
チ
ス
の
安

楽
死
計
画
（T

４
作
戦
）
（
重
い
障
害
の

あ
る
人
を
価
値
な
き
生
命
と
み
な
し

た
）
や
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害

者
施
設
で
元
職
員
に
よ
っ
て
19
名
が

殺
さ
れ
、
20
名
が
負
傷
す
る
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
優
生
思
想
が
流
れ
て
い

る
問
題
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ラ
イ
病
は
非
常
に
感
染
力
が
弱
く
、

１
９
４
３
年
、
戦
争
中
に
プ
ロ
ミ
ン
と
い

う
薬
が
で
き
完
治
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
９
６
年
３

月
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
ラ
イ
予
防
法

が
廃
止
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
間
50

年
近
く
、
強
制
隔
離
、
病
気
が
治
っ
て

も
一
生
療
養
所
か
ら
出
さ
な
い
、
治

療
・療
養
で
な
く
、
患
者
を
絶
滅
さ
せ

る
と
い
う
や
り
か
た
に
終
始
し
て
い
る

の
で
す
。
断
種
や
亡
く
な
っ
て
も
故
郷

に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
人

権
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今

一
度
、
長
島
愛
生
園
を
訪
れ
、
住
民

と
交
流
を
し
て
、
優
生
思
想
と
の
闘
い

を
新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。
最
後

に
、
当
時
、
10
坪
の
住
宅
で
複
数
の

夫
婦
が
共
同
で
暮
ら
さ
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
、
人
権
差
別
の
現
実
を
残
そ

う
と
、
募
金
活
動
を
し
て
い
る
、
十
坪

運
動
に
ご
協
力
を
、
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。 

 

岡
山
県
母
親
大
会
２
０
２
１
年
で
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
を
通
じ
て
人
権
問
題
を
考
え
ま
し
た
。 

稲
葉 

泰
子 

  

「
６６
年
前
の
ビ
キ
ニ
の
水
爆
実
験
に

強
い
不
安
と
怒
り
を
抱
い
た
母
親
た

ち
が
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な

い
と
声
を
あ
げ
開
催
し
た
の
が
母
親

運
動
の
は
じ
ま
り
で
す
。
」
「
コ
ロ
ナ
の

今
こ
そ
、
母
親
・
女
性
た
ち
、
つ
な
が

ろ
う
」
と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
ぶ
り
の
開
催
、

瀬
戸
内
市
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、D

O
O

M
 

で
参
加
し
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
は
則
武
弁
護
士
の
「な
ぜ

今
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
？
」 

と
問
題
提
起
し
た
話
し
で
し
た
。 

「
開
拓
魂
」
慰
霊
祭
に
参
加
し
て
（
２
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
木 

康
嘉 

 

1

か
月
後
、
新
京
駅
か
ら
５
キ
ロ
南

下
し
た
順
天
公
園
前
に
あ
る
満
州
中

央
銀
行
独
身
寮
で
あ
る
「
神
泉
寮
」
に

落
ち
着
き
、
そ
こ
で
の
自
活
生
活
が

始
ま
っ
た
。
順
天
公
園
の
緑
を
背
に
し

て
威
風
堂
々
と
そ
び
え
る
三
階
建

て
、
満
州
中
央
銀
行
の
独
身
寮
で
あ

る
。
設
備
の
良
く
行
き
届
い
た
立
派

な
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
岡
山
県

関
係
の
報
国
農
場
や
柳
樹
河
開
拓
団

等
約
５
０
０
名
（
約
２
０
０
名
が
死
亡

し
た
）の
日
本
人
避
難
者
が
住
ん
だ
。 

二
面
へ続
く 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
１２
日
（
金
）
午
前
１０
時
半
か

ら 民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

池田 

犬飼 

小林 

真田 

竹内 

坪井 

一
面
か
ら
の
続
き 

 

浩
良
大
島
開
拓
団
員
は
、
長
春
の

街
で
皆
め
い
め
い
生
き
る
道
に
入
っ

た
。
立
ち
売
り
（
甘
酒
、
か
が
み
納

豆
、
お
饅
頭
を
売
っ
た
）
、
ソ
連
軍
の

使
役
・
・
、
そ
し
て
国
民
党
と
八
路
軍

の
内
戦
の
銃
撃
も
飛
ん
で
き
た
。
こ
こ

で
は
、
乳
幼
児
だ
け
で
な
く
、
女
性
や

子
ど
も
も
発
疹
チ
フ
ス
や
栄
養
失
調

で
死
亡
し
た
。 

１
９
４
６
年
７
月
１９
日
「
神
泉
寮
」

に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南

新
京
駅
か
ら
雨
の
中
無
蓋
列
車
に
乗

っ
た
。
錦
州
は
コ
レ
ラ
が
発
生
し
て
足

止
め
を
食
っ
た
。
こ
の
１
か
月
の
足
止

め
中
演
芸
会
を
島
村
団
長
が
企
画

し
、
「
避
難
行
」
を
涙
な
が
ら
歌
た
っ
た

の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
葫
蘆
島
か
ら
引

揚
げ
船
に
乗
っ
て
、
８
月
２３
日
博
多

港
へ
上
陸
し
た
。
約
１
年
間
か
か
っ
た

引
き
揚
げ
だ
っ
た
。 

浩
良
大
島
開
拓
団
で
は
、
ア
メ
ー

バ
赤
痢
な
ど
に
よ
る
在
団
中
死
亡
者

９
名
、
引
き
揚
げ
中
発
疹
チ
フ
ス
や

栄
養
失
調
で
死
亡
し
た
者
６８
名
（
乳

幼
児
４１
名
）
、
応
召
者
５９
名
中
戦
死

者
７
名
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
乳
幼

児
の
死
亡
者
が
引
き
揚
げ
中
の
６
割

を
占
め
て
い
る
数
字
が
、
艱
難
辛
苦
の

「
悲
劇
」
を
物
語
っ
て
い
る
。
２
０
１
９

年
夏
、
私
た
ち
は
伊
藤
明
子
さ
ん
を

連
れ
て
、
浩
良
大
島
開
拓
団
の
関
係

す
る
跡
地
を
訪
ね
る
旅
を
し
た
。 

慰
霊
式
終
了
後
は
、
古
城
山
の
東

屋
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
し

て
、
浩
良
大
島
開
拓
団
と
の
関
わ
り

や
近
況
報
告
を
し
た
。 

 

が
、
最
初
に
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
「 

日
中
共
同
世
論
調

査
が
明
ら
か
に
す
る
歴
史
認
識
の

問
題
」
に
か
か
わ
る
次
の
二
つ
の
グ

ラ
フ
で
す
。 

 

で
は
な
い
高
度
な
対
応
の
必
要
性
、

② 

中
国
政
府
と
一
般
市
民
の
意
識

の
ず
れ
、
③ 

国
民
レ
ベ
ル
の
友
好

交
流
活
動
の
促
進 

２
．
国
民
同
士
の
交
流
が
生
み
出
す

力 

 

（
１
）
日
本
国
民
の
厳
し
い
目
が

注
が
れ
て
い
る
の
は
中
国
政
府
の

施
策 

 

（
２
）
政
府
の
動
き
に
対
す
る
中

国
の
国
民
の
様
々
な
思
い
や
意
見

の
存
在 

 

（
３
）
中
聞
法
律
事
務
所
訪
日
団

の
協
会
本
部
訪
問
と
交
流 

 

次
号
か
ら 

も
う
一
つ
、
中
国
世
論

の
グ
ラ
フ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
な
ど

倉
敷
支
部
の
文
化
講
演
会
か
ら
の
考

察
を
掲
載
。 

「
対
中
感
情
が
悪
化
す
る
中
で
の
日
中
友
好
運
動

の
意
義
と
展
望
」
を
語
る
（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

宇
野 

忠
義 

 本
年
７
月
３
日
、
倉
敷
支
部
総
会
・

文
化
講
演
会(

ズ
ー
ム
型
式)

に
お

い
て
、
日
本
中
国
友
好
協
会
事
務
局

長 

矢
崎
光
晴
氏
が
、
表
題
の
テ
ー

マ
で､

熱
と
気
迫
の
こ
も
っ
た
報
告

を
さ
れ
た
。
日
中
友
好
運
動
に
と
っ

て
、
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ

り
、
紹
介
と
若
干
の
考
察
を
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

一 

報
告
で
は
、 

１
．
全
国
の
会
員
が
抱
く
困
惑
と
悩

み 

 

（
１
）
尖
閣
問
題
、
香
港
問
題
、

人
権
・
民
主
主
義
の
問
題
な
ど 

 

（
２
）
日
中
友
好
新
聞
10/

15
号

「
協
会
70
年
を
迎
え
て
」
へ
の
北
海

道
・
寺
本
千
名
夫
さ
ん
の
投 

 

稿

の
紹
介
。
① 

性
急
な
反
発
・
批
判


